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Ｉ　問題の所在
ペーパーテストをめぐる問題点を次のように考える。
第１は
，社会科教育において，社会事象間の因果
関係を説明する力
，判断，推論する力やこれらの力
の育成にかかわる資料活用の技能が重要であるにも
拘わらず
，現実には，中学校の日々の授業や生徒の
学習意欲
・動機に強い影響を与えている中間・期末
テストの問題では
，これらの力の育成・評価につい
て正面から取り組んでいる実践
・事例が少ない。
第２は，学校では観点別学習状況の評価基準表が
作成され
，評価の内容や多様な方法が模索されるよ
うになり
，ペーパーテスト問題で把握・測定できる
内容と把握
・測定し難い内容が整理され始め，ペー
パ
テースト問題の質の吟味が従前以上に重要になっ
てきたのに
，テスト問題の改善や開発の取り組は依
然として発展していない。
第３は
，自己教育力の育成，個性重視にかかわっ
て
，匚関心，意欲，態度」が強調されたことによっ
て
，匚知識・理解」の重要性についての認識が薄れ
たり
，F‾知識・理解」に対する無自覚的・等閑視的
傾向がみられる
。また，業者テスト廃止や偏差値排
除の動きに伴い
，ペーパーテスト問題そのものの害
悪論もみられるようになった。
Ｈ　問題打開へのアプロー チ
問題打開方途として
，次のアプロー チが考えられる。
第
１は，この時期に「社会科学力の本質と構造」
（注1）「学力達成度第２回調査の問題分析」（汨）「国・
私立中学校
・高等学校の入試問題の分析研究」（注3）
「社会科授業改善入門
」（注0「授業との連携強化と認
識
・認知構造の測定をめざす社会科テストの可能哇」
（鹹）等々
，社会科の学力，評価，テストに関する先
行研究を整理し
，これらの成果に学ぶことである。
第
２は，現実的に中学校の生徒の学習意欲や動機
に強い影響を与えている中間
・期末テスト問題等の
内容を特に
，社会事象間の因果関係を説明する力，
判断
，推論する力，資料活用にかわる視点から見直
し，改善し，開発し，提案していくことである。
祇　園　全禄
(福岡市教育委員会学校教育部指導第１課)
伊東亮三氏は「現実的に
，評価によって社会科授業
を望ましいものに変えるためには
，期末などのテスト
問題の変革が評価研究の緊急の課題であろう
。」（注6）
としている。本稿も氏の考え方を基底においている。
Ⅲ　目的と方法
本稿では
，Ｈのアプローチのうち，第２の方法によ
り
，説明・判断・推論を重視したペーパーテスト問題
を資料活用とからめて具体的に提示することを主たる
目的とする。なお，説明・判断・推論については，次
のように定義する。
ｏ「説明」とは，社会事象間の因果関係を原因と結果
で考察し，述べることである。
○匚判断
」とは，何事かを真であると思うことをいう
が
，これには「事実判断」と匚価値判断」かおる。ｍ）
○匚推論」とは，既知の判断から新しい判断を導きだ
すことである。
筆者は, 1992年度『社会系教科教育学研究』第４号
掲載の「説明
・判断・推論を重視したペーパーテスト
問題の開発」で
，次の視点からペーパーテスト問題を
具体的に提示した。
①　社会事象間の因果関係を資料で読み取り，説明す
る問題。
②　資料を読み取り，読み取った事項に着目し，仮説
を立てる問題。
③　社会事象または社会事象間の因果関係に関し判断
する問題
。このうちの１問は匚社会事象ついて，
基礎的・基本的な知識を踏まえた上で，自己の価値
規範に基づく考え方を説明する問題である
。
これらの提示を通した課題の
一つは，説明・判断・
推論を重視したペ
パーーテスト問題の開発の前提には
ペー パーテストという性格上，資料の取扱いが大きな
位置を占めていることの再確認であった。
従って
，本稿では，「‾説明・判断・推論を重視した
ペーパーテスト問題の開発Ｈ」として，資料活用の技能をからめて次の３視点から問題を提示する。
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---------------------------------- 一一---------ｌ
ｌ ①　 資 料 に つ い て の 読 み 取 り の 問 題 。
②　資料をみて，生徒が作る「なぜ疑問」の問題。
‾ ‾ ‾|
｜
｜ ③ 資 料 に基づ き概念 的説 明 的知 識 の習得を みる問題。l
1____________ …________________________________
」
IV　内容
①の「資料についての読み取りの問題」は，事実判
断に係わる内容が主になっている。一部に，推論，説
明に係わる内容を含んでいる。
②の「資料をみて，生徒がっくる『なぜ疑問』の問
題」は，推論と説明に係わる内容が主になっている。
一部に事実判断に係わる内容を含んでいる。
③の 厂資料に基づき概念的説明的知識の習得をみる
問題」は，事実判断，推論，説明に係わる内容を含ん
でいる。
（1） 資料についての読み取りの問題
中間・期末テスト，高校入試問題等で意外に多いの
は，資料を掲載している割にその資料に即し，徹した
資料読み取りの問題が少ないことである。単純である
が，もっと資料に徹した読み取りの問題を重要視した
い。
剛 の１
次の資料１をみて，あとの問いに答えなさい。
〈資料１〉　 米と小麦の比較
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①　 資料１をみて，下の文の中からよいと思う文を
１～６のうちから二つ選んで，そ の番号を（　 ）
の中に書きなさい。
１　小麦の収穫量は，ヨーロッパ，旧ソ連，北アメ
リカの三地域の合計よりもアジアの方が多い。
－54
２　南アメリカ， オセアニア地域では，米も小麦 も
それぞれ世界の収穫量の10％以上を占めている。
３　アジアでは，世界の米の90％以上の収穫がある
ので，輸入量は41.5万ｔと少ない。
４　米の収穫量ではアジアが，小麦の収穫量ではヨー
ロッパが世界一を占めている。
５　米，小麦ともすべての地域で地域別収穫量の方
が地域別輸入量よりも多い。
６　アジアでは米は，小麦の収穫量の２倍強を，また，
世界における地域別収耨量の９割以上を占めている。
(1) の ２
次の資料１をみて，あとの各問に答えなさい。
〈資料１〉　 東京都23区と主な都市の昼夜人口
(1985 年　国勢調査）
①　東京23区部，横浜，大阪，名古屋，札幌のうち，
昼夜人口と夜間人口の差が最も大きい所はどこか。
（　）の中に答えなさい。　　　　（　　　　　 ）
②　資料１中の９区の中，昼間人口が最も多い所は
どこか。（　）の中に答えなさい。
③　資料１中の９区の中，昼間人口より夜間人口が
多い区はどこか，（　）の中にすべて答えなさい。
④　資料１中の９区のような状況が「なぜ起こるの
か」その理由を調べたい時，どのような資料を準
備すればよいか。考えられるもののうちから，重
要度の高いものを二つ選び，番号で答えなさい。
１　住居地の土地・家賃の値段
２　東京都内の地勢図
３　区内の小・中学校の分布図
４　東京都内の地下鉄・私鉄バス路線図
５　区内の産業別就業者数　　　 （　　　　　 ）
田 の３
次の資料Ｉは，世界の人口と国民総生産（ＧＮＰ）
の内わけを，資料ｎ は，政府開発援助（ｏＤＡ）の
変化を示したものである。資料Ｉ・ｎをみて，問Ｉ
は１～４から一つ選び番号で，問２は文字で，答の
欄に記入せよ。
資 料Ｉ 世界の人口と国民総生産
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内容は，国際理解の推進に係わるものであり，極め
て重要なものといえる。問１は，発展徐卜国, 先進国，
旧ソ連・東欧を国際連合加盟にからめて人口と国民総
生産の点から考察させ，富の不均衡を認識させるもの
である。その上で，先進国による政府開発援助の必要
性を答える問題である。本間は，資料が有効に生かさ
れていること，特に，資料の読み取りにとどまらず，
開発援助についての因果関係の考察にまで深めている
こと，内容的に重要なものであることなど高校入試問
題としては良問といえる。伽 ）説明・判断・推論の重
視の点からこの種の問題が増えていくことが望まれる。
（2） 資料をみて，生徒が作る「なぜ疑問」の問題
資料を読み取る指導・学習が徹底していけば，資料
をみて疑問に思うことも多く出てくる。また，意図的
に資料をみて，「なぜ」を問う指導・学習を行 うこと
も重要である。さらに，「なぜ疑問」 の湧出のみなら
ず，同問題についての仮説を設定し，解明方法を推理
していくことも重視したい。今後のペフパーテスト問
題では，資料をみて，生徒が作る「なぜ疑問」の問題
を重視したい。
(2) の １
資料１をみて，「なぜ」と思う疑問を ①～③の点
からできるだけ多く書きなさい。
〈資料１〉　長野県のまゆと精密機械の生産の推移
??
???
?
?? ???
???
?【
?
|{}00
機 精
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（平成３年農林水産統計速報　 ほか）
①　まゆの生産高の推移の点から
【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 】
②　精密機械の生産額の推移の点から
【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 】
③　まゆの生産高の推移と精密機械の生産額の推移
の二者の関連の点から
【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 】
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資 料II
日
旧西ドｲ
¬ ¬ ‾‾I‾・
O％　20　40　60　80　100
一 一 一 一一 一 一
政 府 開 発 援 助
日 似
（資 料Ｉ は1992-93年版 厂世 界国勢図 会） から作成）
（資 料Ⅱ は1983, 1992/93 年版「国際統計要覧」か ら作成）
問 １　 資 料 Ｉ 中 の 発 展 途 上 国 ， 先 進 国 ， 旧 ソ 連 ・ 東
欧 ， の う ち， 国 際 連 合 加 盟 国 数 が 最 も多 い も の
の人 口 は約 何 人 か 。
１ ４ 億 人　 ２ ８ 億 人　 ３ １ ６億 人　 ４ ３ ９億 人
問 ２　 資 料 Ｉ ・ｎ に 関 す る 次 の 文 章 のＡ ～Ｄ にあ て
は ま る語 句 を 記 入 せ よ。 た だ し, A,  C に は，
資 料 Ｉ ・ Ｈ 中 にあ る語 句 を そ の ま ま 使 う こ と。
資料Ｉからは，「発展途上国 は， 【Ａ】 が多
く，国民総生産が【Ｂ】なので，【Ｃ】に比べ
て，人口一人あたりの国民総生産は少ない。」
ことがわかり，資料Ｈからは，匚発展途上 国へ
の支援の一つとして，日本などの主な【Ｃ】は，
政府開発援助額を【Ｄ】。」ことがわかる。
〈解 答 欄 は 略 〉
剛 の１は，資料に徹した資料の読み取りの問題，
(1)の２は，資料の読み取りの問題の中に社会事象間
の因果関係を推理し，推理の証明に必要な根拠資料を
答える問題である。
(1)の３は，平成６年３月９日に行われた平成６年
度福岡県の高校入試問題の社会札の問題である。
資料１・２をみて，下の表中に必要なことがらを
できるだけ多 く書きなさいo
〈資料１〉　 浜松の楽器工場の分布(I960 年）
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〈資料２〉　浜松の楽器工場の分布(1986 年）
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〈全国工場通覧1988 年　 ほか〉
表　　 ＊本表は，解答欄モデル
①
厂なぜ」と思う疑問
自分なりの答えの予想
自分なりの調べ方
②
匚なぜ」と思う疑問
自分なりの答えの予想
自分なりの調べ方
二 三三十二
(2) の ３
資料１と資料２をみて，社会科のテスト問題を一
つ作りなさいＯ
〈資料１〉　 日系企業で働くマレーシアの女性たち
月曜日から金曜日まで，朝８時から夕方 ６時
まで働き，夜勤のときは，午後７時10 分から午
前５時10分まで働きます。　１か月 の給料は300
リンギ（17.000 円）ぐらいですがなるべく節約
して，家に仕送りをします。旧正月や断食明け
の休暇には故郷に帰ります。りんごとかオレン
ジなど珍じい果物をおみやげにすると家族のみ
んなが喜びます。　　　　　　　(1988 年）
〈資料２〉　 マレーシアの輸出品の変化
1980 年　　 総額 129億4469万ドル
電気機械－
1987年　　総額　179億2091万ドル
顫 るぐ 仁　　 その他
匹 琢 三
天然　パ
ー厶 液化
ゴム 油6.3　ガス4.0
本間は福岡教育大学附属久留米中学校の麻生秀喜に
よる事例である。（注9）評価の基準は，①二つの資料を
活用しているか。②因果関係の説明を求めているか。
③因果関係の説明は，現象的か本質的かに置く。
本間の結果の概要は，次のようである。
項　　　　目 男子21名 女子20名 計
二つの資料の活用 １２ １２ ２４
匚なぜ」疑問の設定 １３ 囗 ２６
〈生徒によるF ‾なぜ」疑問の例〉
○マレーシアの輸出が天然ゴムなどから電機機械類に
変わってきたのはなぜか。
○日系企業がマレーシアまで進出しているのはなぜか。
０ ７年で総額が約50億ドルも増えているのはなぜか。
○電機機械の全体に対する総額が多いのはなぜか。
○マレーシアの輸出の変化の理由を 厂労働，貿易額，
電機機械」の語句を使って説明しなさい。
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（3）資料に基づき概念的説明的知識の習得をみる問題
平成元年度に告示された学習指導要領中学校社会科
で大きく変わったのは
，地理的分野である。地理的分
野は
，基本的には事例学習方式をとっているが，事例
学習のみならず
，社会科で習得させたい究極の知識は
生涯学習時代に生きて働く概念的説明的知識といえる
。
ペ
パーーテスト問題で資料に基づき概念的説明的知
識の習得をみる問題の開発に鋭意取り組む必要かおる。
(3)の１
次の資料をみて
，発展途上国の輸出の特色として
共通している点を述べている下の文章の【　】に
あてはまる語句を漢字四文字で答えなさい
。
〈資料〉　発展途上国の輸出品目割合
天然ガス　　　　　厂戳穎
合板類 「゛一木材
原油」　「石炭　パーム油4.7一一
ナイジＪり
注　献に餞勤かけて肚農林水勘や齟胼一燵趾いう
資料に載っている発展途上国は
，
を除いて
，そのほとんどの国で【
の割合が高い。
(3)の２
マレ
シーア
】の輸出
次の資料をみて
，年間収入階級別月間平均実収入
と食料費との間にどのような関係がみられるのか
，
文章で答えなさい。
〈資料〉　年間収入階級別による消費支出の割合（５分位階級別）　　(1992年平均）
(月間平均実収入)Ｉ．平均31万4036円
11.平均43万黼64円
Ⅲ．平均53万9177円
IV.平均65万115円
Ｖ．平均88万S84円
総平均56万3855円
全国の労働者世帯の１か月平均消費支出。この図の５
分位階級は
，現金収入の低い世帯から高い世帯へ順に
並べて単純に５等分した階級をいう。
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(3)の３
次の資料１
，資料２をみてあとの各問に答えなさい。
〈資料１〉　みかんの入荷量と価格
入
荷量
１月　２　３　４　５ ６ ８ ９ 10　日　１２
〈資料２〉 きゅうりの価格の変化 ???
500??
??
??
??
??
??
??
?
??）
??
??
??
??
??
??
??
?
?
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(1990年　東京都中央卸売市場年報）
（1）資料１をみて
，次の各問に答えなさい。
①みかんの価格が一番高い月と一番安い月を答えな
さい。（　　　　）
②みかんの生産者からみると
，なん月に出荷するの
が
一番いいのか。月名を答えなさい。（　　）
③みかんの価格の動きは
，なにと最も関係が深いの
か
。漢字３字（また５字）で答えなさい。（　）
（2）資料２をみて
，次の文章中の（　　）の中には
「需要」か「供給」のいずれかの語句を，また，
【　】中には数字をあてはめなさい
。
きゅうりの入荷量は（　　）にあたる
。 12月から
２月ごろにかけて
，気候の関係で牛産量は少ない。
資料では
，【　】月の入荷量が最低である。消費
者のきゅうりに対する（　）量は
一年を通じてほ
とんど変化がないと考えられるので，価格は上がる。
５月 ご ろ にな る と き ゅう り の生 産 量 も増 え（　 ）
量 も 増え るが 消費 者 の （　　 ） 量 はそ れ に 伴 っ て
変 わ る こ と も な い の で 価 格 は下 が っ て く る
Ｏ
（3） 問 題（1）・（2）を 解 い た こ と を 参 考 に し て， 次 の文
章 中 の （　　 ） の 中 に あて はま る語 句 を そ れ ぞ れ
漢 字 ２字 で 答 え な さ い 。
資料１，資料２からもわかるように，一般に，
市場で企業や消費者のそれぞれの間で自由な競
争や選択が行われていく場合，商品の価格は。
（　　）と（　　）の関係で決まる。これを通
常，厂市場価格」（均衡価格）という。
く3）の１は，資料の中から共通性を見い出し， 知識
一般化を図る問題である。（3）の２ は， 資料からエ ン
グルの法則を見い出す問題である。資料中の住居費に
着目すればシュワーベの法則が見い出せる。（3）の３
と同様な問題は，例えば，「九州のＩＣ工場 とそ の関
連工場」の資料，その他の資料を組み合わせることで
作成できる。
紙面の都合から，一般的な手順のみを示しておく。
①　 日常生活で生徒が経験的に認識している
ことを示す。
例えば，「質のよいダイヤモンドは小さくても値段
が高い」，］ Ｃは工業製品の中では，比較的小さい割
に値段が高い。」など。
例えば，ＩＣの定義, I  c  (集積回路）の図など。
例えば，「九州のＩ Ｃ工場とその関連工場 の図」，
「我 が国の主な貿易港の輸出品の表」，「関東付近の
ＩＣ工場分布図」など。
例えば，冂 Ｃ工場とその関連工場 の発達 の理由を
選択肢で問う設問」，「貿易港の表中から，成田空港を
特定させ，その判断の根拠を問う設問」など。
⑤　 応用・転位の問題を提示する。
例えば，関東付近のＩＣ工場を示し，付近での発達が
予想される空港，高速道路を特定させる設問」など。
Ｖ　今後の課題
テスト問題は，社会科教育の目標，内容，方法に係
わり，究極的には社会科教育観に係わるものだけにそ
の改善・開発は容易ではない。平成元年版学習指導要
領，平成３年度版生徒指導要録に準拠する社会科教育
の推進に当たっては，評価の観点，評価方法は多様化
していくことが考えられる。今後は多様な評価方法の
開発を視野に入れつつ，特に，次の点からペーパーテ
スト問題の改善・開発をし，具体的に提案したい。
①　複数の正答かおる問題
②　作業を通して，概念的説明的知識を習得する問題
③　価値判断に係わる内容の問題。
なお，問題の具体的な提案に終わらず，正答率，反
応等を通した内容の分析，授業との係わり等の考察を
総合的に行い，問題の質を高めていきたい。
（注１）朝倉隆太郎，平田嘉三，梶哲夫編集 「社会科
教育学研究：第５集」（社会科学力の本質と構造）
明治図書　 昭和56
（注２）教育情報センター編「学習到達度第 ２回調査
の問題分析」（（授業研究JNO267 ）明治図書　1983.
10
（注３）三宅征夫他「国・私立中学校・高等学校の入
試問題の分析研究」国立教育研究所　1992
（注 ４）伊東亮三編著「達成目標を明確にした社会科
授業改造入門」明治図書　1982
（注５）寺尾健夫「授業との連携強化と認識・認知構
造の測定をめざす社会科テストの可能性」（「社会
科教育論叢」 第41 集 ） 全 国社 会科教育　1994
P  P .74-82
（注６）伊東亮三「社会科教育における評価研究の課
題」（（社会科教育論 叢　 第ＸＸＸ Ｉ集)  1984
P  .28
（注 ７）岩田一彦「地理教科書を活用したわかる授業
の創造」明治図書　1984　P  .20 P .23
岩田一彦「社会科授業研究の理論」 明治図書
1994 P  .'39
（注８）平成６年度福岡県立高等学校入学試験問題。
平成６年３月 ９日実施
（注９）麻生秀喜「第１学年１組社会科学習指導案 一
東南アジアを研究しよう。 シンガポールを起点に。
平成５年10 月１日（金）第１校時第２次の３／４
１年１組の教室において」による。
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